
東
京
句
会

五
月
の
各
地
句
会
　

吟
　
行
　
地
　
案
　
内

＊
集
合
時
間
等
は
、
巻
末「
各
地
句
会
案
内
」を
参
照
し
て
下
さ
い
。

＊
支
部
以
外
の
方
は
、
人
数
把
握
な
ど
の
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、　

　
先
に
各
幹
事
へ
連
絡
を
入
れ
て
か
ら
お
出
掛
け
下
さ
い
。

御
所
金
剛
句
会

甘
羅
句
会

寧
楽
句
会

京
都
桂
句
会

JR
山
手
線
駒
込
駅
至
近
の
六
義
園
吟
行
で
す
。

江
戸
の
明
る
い
お
お
ら
か
な
気
風
を
反
映
し
た
代
表

的
な
大
名
庭
園
の
豊
か
な
新
緑
に
浸
り
ま
す
。

栃
木
句
会
蔵
の
街
　
巴
波
川
（
う
ず
ま
が
わ
）
周
辺
を
吟
行
。
巴

波
川
流
域
に
は
古
い
蔵
が
立
ち
並
び
、
吉
屋
信
子
の

句
碑
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
蔵
の
街
を
散
策
し
ま
す
。

四
月
は
持
ち
寄
り
句
会
と
な
り
ま
し
た
。あ
ら
た
め
て
、

ハ
ン
カ
チ
の
木
の
花
を
見
に
高
天
へ
。
日
本
の
鴨
社
発

祥
の
高
鴨
神
社
で
は
日
本
さ
く
ら
草
も
楽
し
み
で
す
。

か
つ
て
は
貴
族
の
隠
棲
の
地
と
し
て
栄
え
、
四
方
を

山
に
囲
ま
れ
た
八
瀬
・
大
原
の
田
園
地
帯
を
吟
行
。

榛
原
鳥
見
山
公
園
を
吟
行
。
車
で
十
分
程
。
頂
上
で

は
街
が
一
望
で
き
る
。
又
、
鳥
見
山
中
霊
畤
跡
が
あ

り
、
池
や
ツ
ツ
ジ
の
名
所
で
も
あ
る
。

飛
鳥
駅
か
ら
牽
牛
子
塚
古
墳
ま
で
歩
き
ま
す
。
牽
牛
子
塚

は｢

あ
さ
が
お
塚｣

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
八
角
墳
で
す
。
改

修
後
、
石
室
が
間
近
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
月
二
十
一
日
（
水
）

五
月
十
一
日
（
日
）

五
月
十
一
日
（
日
）

五
月
二
十
四
日
（
土
）

五
月
二
日
（
金
）

大
阪
句
会

五
月
六
日
（
火
）

神
戸
三
宮
の
生
田
神
社
と
相
楽
園
吟
行
。
生
田
神
社

は
源
平
ゆ
か
り
の
古
社
で
史
跡
の
生
田
の
森
あ
り
。
相

楽
園
は
約
六
千
坪
の
名
庭
園
。五
月
は
躑
躅
が
見
頃
。

五
月
二
十
五
日
（
日
）

曜
日
変
更


